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あさひ保育園餅つき、朝日小学校150周年記念事業、朝日村消防団出初式、二十歳のつどい

希
望
が
持
て
る
時
代
を

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
令
和
７
年
の
新
春
に
あ
た
り
議
会

を
代
表
し
て
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。
村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
も
前
年
か
ら
続
く
円
安
傾
向
。
ま

た
、
世
界
情
勢
や
経
済
施
策
を
背
景
に
原

油
や
ガ
ス
、
食
料
品
や
資
材
と
い
っ
た
生

活
に
欠
か
せ
な
い
必
要
品
の
価
格
高
騰
が

我
々
の
生
活
面
に
大
き
く
影
響
す
る
な

ど
、
不
安
定
な
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
背
景
の
中
で
小
さ
な
自
治
体

と
し
て
村
民
の
皆
様
に
何
が
で
き
る
の

か
、
議
会
と
し
て
何
を
し
て
い
く
べ
き
か

考
え
る
年
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

今
年
の
干
支「
巳
」は
、「
努
力
を
重
ね
、

物
事
を
安
定
さ
せ
て
い
く
」
と
言
う
意
味

合
い
を
持
つ
年
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
議

会
と
し
て
も
村
民
の
皆
様
の
生
活
や
福
祉

向
上
の
た
め
に
頑
張
っ
て
ま
い
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

朝日村議会議長
北村　直樹
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◦承　認１件……専決処分　一般会計補正予算
　　　　　　　　�衆議院議員総選挙、小学校給食費修繕費等
◦条　例２件……�朝日村かたくりの里の設置及び管理に関する

条例の全部を改正する条例
　　　　　　　　�朝日村地域包括支援センターの包括的支援事

業の人員等に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例

◦予　算６件……�一般会計補正予算、特別会計補正予算（国保・
介護）、公営企業会計補正予算（スキー場・簡易水道・下水道）

◦その他３件……損害賠償の額を定めることについて
　　　　　　　　工事請負契約の締結について等
◦意見書１件……�福祉医療給付制度を国の制度として確立することと、医療費助成に関わる国民健康保険の国

庫負担減額調整措置をすべて廃止することを求める意見書

〈主な議案〉
■一般会計補正予算　１億4,790万円追加　
 歳入 　�村税 2,562万円、地方交付税 3,891万円、繰越金 8,263万円、村債 3,000万円を増額
　　　　繰入金 3,000万円減額
 歳出 　財政調整基金積立金 １億2,196万円
　　　　介護保険特別会計操出金 836万円

■国民健康保険特別会計補正予算　8,150万円追加
　一般被保険者医療給付費及び一般被保険者高額療養費の増額 6,388万円等

■介護保険特別会計補正予算　１億2,650万円追加
　居宅介護サービス給付費等の増額 2,258万円等

■朝日村かたくりの里の設置及び管理に関する条例の全部を改正する条例
　かたくりの里の施設に高齢者等交流センターを追加し、それに伴う利用料の追加等

■損害賠償の額を定めることについて
　国の標準化に伴い、サーバー等関連機器契約の一部を解除するもの 387万円

■工事請負契約の締結について
　針尾第二水源導水管布設工事 7,524万円　株式会社 岡谷組中信支店

■工事請負変更契約の締結について
　�朝日小学校長寿命化事業管理・特別教室棟改修工事　ひび割れ補修等の範囲増による� �
２億1,197万円（変更契約金額）　

令和６年度一般会計１億4,790万円追加
財政調整基金積立金１億2,196万円等

総額42億3,620万円へ
12月
定例会
12/3 ～13

12月定例会は12月３日（火）に招集され、13日までの11日間開催された。
５日には社会文教委員会を開催、10日には一般質問を行い、13日最終日に上程され
たすべての議案を原案どおり可決した。
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法
改
正
に
準
じ
た
議
会
議
員
・
特
別
職
の

期
末
手
当
、
人
事
院
勧
告
に
準
じ
た
一
般

職
員
の
給
与
改
定
の
条
例
改
正
等

　
令
和
７
年
第
１
回
臨
時
会
は
１
月
15
日（
水
）

に
招
集
さ
れ
た
。

　

主
な
内
容
は
、
法
改
正
に
準
じ
た
議
会
議

員
・
特
別
職
の
期
末
手
当
の
支
給
月
数
改
正

（
年
間
＋
0・05
月
）
の
条
例
改
正
、
人
事
院
勧

告
に
準
じ
た
一
般
職
の
給
与
改
定
の
条
例
改

正
、
主
に
そ
れ
に
伴
う
補
正
予
算
で
あ
り
、
す

べ
て
の
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

●�

条　
例
３
件
…
…
朝
日
村
議
会
議
員
の
議
員

の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
当
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・�

朝
日
村
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者
等
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

・�

朝
日
村
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●�

予　
算
４
件
…
…
一
般
会
計
補
正
予
算�

�
�

　
6
、9
0
0
万
円
追
加 

人
事
院
勧
告
に
準
じ
た
改
定
分
約

1
、9
0
0
万
円
、
原
新
田
た
め
池
耐
震
性

調
査
8
0
0
万
円
、
県
営
中
間
管
理
機
構
関

連
農
地
整
備
事
業
負
担
増
3
5
0
万
円

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
、
公
営
企
業

会
計
補
正
予
算
（
簡
易
水
道
・
下
水
道
）

　
人
事
院
勧
告
に
準
じ
た
改
定
分

●�

そ
の
他
…
…
財
産
の
取
得　
［
公
営
住
宅（
村

営
住
宅
）
１
棟
２
戸
］

全員
協議会

10
月
９
日

●
朝
日
村
診
療
所
の
進
捗
に
つ
い
て

　
建
設
予
定
地
へ
の
診
療
所
の
配
置
等
に
つ
い

て
の
説
明
。

●
小
水
力
発
電
事
業
に
つ
い
て

　
（
下
段
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

11
月
６
日

●
朝
日
村
診
療
所
の
進
歩
に
つ
い
て

　
診
療
所
の
名
称
公
募
要
領
に
つ
い
て
報
告
。

●
針
尾
第
二
水
源
導
水
管
布
設
替
工
事
に
つ
い
て

　
水
源
導
水
管
布
設
替
工
事
説
明
。

●
朝
日
村
観
光
施
設
等
の
指
定
管
理
に
つ
い
て

　
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
指
定
管
理
者

公
募
に
つ
い
て
説
明
。

12
月
13
日

●�

第
６
次
朝
日
村
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

（
素
案
）
に
つ
い
て

素
案
の
概
要
の
説
明
。

●
２
０
２
５
財
政
計
画
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
度
の
財
政
計
画
・
令
和
７
～
９
年

度
の
実
施
計
画
の
概
要
説
明
。

●
第
４
次
環
境
基
本
計
画
素
案
に
つ
い
て

　
基
本
計
画
素
案
と
実
行
計
画
（
案
）
に
つ
い

て
の
概
要
説
明
。

●�

部
活
動
地
域
移
行
関
連
支
援

事
業
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
度
予
算
に
計
上
予

定
の
部
活
動
移
行
に
伴
う
補
助

金
支
援
等
に
つ
い
て
の
説
明
。

●�

公
民
館
周
辺
施
設
検
討
委
員
会
に
つ
い
て

　
検
討
委
員
会
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
中
学
生

高
校
生
を
含
む
住
民
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
っ
た
等
報
告
が
あ
っ
た
。

1
月
15
日

●�

各
種
計
画
の
素
案
に
つ
い
て
説
明
「
村
に

合
っ
た
計
画
を
」
等
、
意
見
が
あ
っ
た
。

　
第
６
次
朝
日
村
総
合
計
画
後
期
計
画
、
朝
日

村
地
域
き
ず
な
計
画
、
第
３
次
朝
日
村
教
育
大

綱
、
朝
日
村
子
ど
も
計
画
、
中
央
公
民
館
・
周

辺
施
設
再
編
計
画

●
賃
貸
型
集
合
住
宅
整
備
事
業
の
進
捗
に
つ
い
て

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更
に
つ
い
て
説
明
。

●
か
た
く
り
の
里
指
定
管
理
に
つ
い
て

　
募
集
要
領
及
び
仕
様
書
（
案
）
に
つ
い
て
の

説
明
。

1/15

臨時会

小水力発電事業に
ついての勉強会

　10月９日、11月６日には、日本
水力株式会社が村内で計画してい
る小水力発電事業の概要等を全議
員で聞いた。
　日本水力㈱からは、会社概要や
事業実績、村内で計画している事
業の説明を受けた。すでに住民説
明会等も行われているが議会で話
を聞くのは初めて。議員からはな
ぜ朝日村で行う理由、設備、鎖川
の環境や流量について等多数の質
問があった。
　今後も必要に応じて勉強会等を
行っていきたい。� （小林弘之）

10／9・11／6

12月定例会　一般質問
動画配信しています

こちらからどうぞ ➡

いつでも　どこでも　何度でも　議員ごとご覧いただけます
P5～9 一般質問 QRコードからもどうぞ

生中継を見逃して
しまった…

ちょっと見てみたい…
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　委員会は12月５日（木）に開催されました。今議会で当委員会に付託された陳情は『福祉医療給付制度を国の
制度として確立することと、医療費助成に係る国民健康保険の国庫負担減額調整措置をすべて廃止することを求
める陳情』１件でした。
　現在、自治体が実施している福祉医療給付制度は自治体間で格差があるため、どこに住んでいても費用の心配
がなく医療が保障されるように、国が医療費助成制度を確立すべきである。また、自治体が独自に障がい者等へ
の医療費助成を行った場合、国民健康保険の国庫負担減額調整が行われているが、この国庫負担減額調整を廃止
すべきであるとの陳情でした。
　委員会は、国の制度であれば「自治体間の格差」が生じることもなく、この陳情の趣旨は十分に理解が出来る
ことから「採択すべきもの」としました。
　また、９月議会で継続審議とした小水力発電計画に関する陳情書２件については、行政も検討中の事案である
ため、委員会としても引き続き「継続審査」をしていくこととしました。
� 社会文教委員長　中村　文映

社会文教委員会報告　「陳情審査」

　
村
は
現
在
脱
炭
素
推
進
の
た
め
﹃
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
﹄
を
策
定
す

る
な
ど
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ん
は
既
に
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
？

役
場
庁
舎
の
南
側
の
屋
根
お
よ
び
隣
接
す
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト
の
屋
根
に
、
数
多
く
の
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
た
こ

と
を
。

　
議
会
で
は
12
月
13
日
議
会
定
例
会
最
終
日
に
、
村
が
本
年
度
取
り
組
ん
だ

太
陽
光
発
電
設
備
設
置
事
業
の
概
要
説
明
と
、
設
置
作
業
が
終
わ
っ
た
パ
ネ

ル
及
び
蓄
電
池
施
設
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
事
業
は
環
境
省
の

助
成
事
業
を
活
用
し
3
3
6
枚
（
1
3
9・4
k
w
）
の
パ
ネ
ル
と
蓄
電
池

（
2
9
0
k
w
）
１
台
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
役
場
庁
舎
で
年
間
使
用
す
る
電
力
に
対
す
る
発
電
・
蓄
電
池

電
力
量
は
既
設
の
発
電
施
設

50
k
w
と
新
設
導
入
さ
れ

た
設
備
4
2
9・4
k
w
合

わ
せ
て
54
％
を
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
賄
え
る
こ
と
に

な
り
、
年
間
93・3
t
の
CO2

削
減
に
な
る
と
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　
村
の
公
共
施
設
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
は
高
く
、
今
後
小
学

校
の
屋
根
に
も
設
置
を
検
討

し
て
お
り
、
学
校
で
の
使
用

に
加
え
中
央
公
民
館
等
で
供

用
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。�（
中
村　
文
映
）

行
政
視
察

使
用
電
力
₅₄
％
は
自
前
へ
‼

1₂／1₃
西日に輝く太陽光パネル

よりよい議会運営のため　議会に御意見をお寄せください
議会モニターを募集しています

よりよい議会運営のために
お力添えをお願いします。

何をするの？　議会だよりを読んでの感想、定例会等を傍
聴いただいての感想をお寄せいただきます。

どうやって意見を寄せるの？　年に２回会議を開催してい
ます。お気軽に御参加ください。モニターと議員でざっくば
らんに話をしています。
　また、会議に出席しなくてもメールや FAXでお寄せいた
だいても結構です。

お申し込みはこちらから➡
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村政に問う！！一般
質 問 一般質問とは、議場において議員が日常活動と住民の声や

疑問をもとに、村政全般にわたり行政の姿勢をただすものです。 こちらから
動画でご覧
いただけま
す。

▲ここが聞きたい　９議員17項目
小林 弘之　議員（5頁）
１　 食肉処理施設移転新設計画について

清沢 正毅　議員（6頁）
１　 現行保険証発行停止に伴う、朝日村のマイナ保険証移行への現状
２　 朝日村消防団 DX 推進に消防団向けの災害支援シス

テム「コミュたす」の導入検討を！

清沢 敬子　議員（6頁）
１　 情報公開について
２　 御馬越小水力発電事業について

齊藤 正法　議員（7頁）
１　 地域計画の策定・管理について
２　 カスタマーハラスメント対応について

中村 文映　議員（7頁）
１　朝日小学校の『学びの改革』について
２　 庁内検討会議と情報公開のあり方について

羽多野 美映　議員（8頁）
１　 地域とともに未来を切り拓く教育のビジョン―自ら

を耕し続ける人づくりのために
２　 ポイ捨てを止める力をどう生み出すか、村民の行動

と制度の役割

豊田 惠美子　議員（8頁）
１　 「鎖川三俣堰堤小水力発電所建設計画」について
２　 三俣堰堤周囲の土砂堆積・流出及び野俣沢の管理について
３　 朝日村の CO2削減を目的とする村の実施計画について

清澤 あゆみ　議員（9頁）
１　災害に強い地域づくりのために必要な取り組みとは

古池 美佐江　議員（9頁）
１　 地区自治会存続への対応について
２　 朝日村の環境に関する各条例と施行規則・環境基本

計画と小水力発電設備設置の整合性について

問　
全
村
民
向
け
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
説
明
会
も
非
公
開
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
が
な
ぜ
非
公
開
だ
っ
た
の
か
理

由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

企
画
財
政
課
長　
未
だ
不
透
明
な
内
容
で

村
民
の
皆
様
に
不
安
を
抱
か
せ
て
し
ま
っ

て
い
る
現
実
が
あ
り
現
在
情
報
提
供
に
つ

い
て
公
社
や
県
と
相
談
を
し
て
い
る
。

村
長　
検
討
し
ま
す
が
私
は
も
う
公
開
し

て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

問　
朝
日
村
、
村
民
に
と
っ
て
ど
の
よ
う

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。
新
施
設
に
お

い
て
ど
の
よ
う
な
改
善
が
さ
れ
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　
税
収
や
雇
用
場
所
確
保

に
繋
が
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

村
長　
外
か
ら
見
れ
ば
大
き
な
倉
庫
、
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
の
イ
メ
ー
ジ
完
全
密
封
施
設

の
中
で
全
て
行
わ
れ
外
か
ら
見
え
な
い
。

問　
視
察
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

村
長　
今
の
近
代
的
な
施
設
を
見
て
も
ら

う
希
望
者
に
対
し
て
説
明
会
、
現
地
を
見

て
い
た
だ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
必
要
。

問　
残
さ
れ
た
建
設
地
以
外
の
土
地
利
用

に
つ
い
て
ど
う
お
考
え
か
。

村
長　
残
っ
た
所
も
工
業
団
地
と
し
て
い

い
企
業
に
来
て
も
ら
う
努
力
を
し
て
い

く
。
我
々
が
暮
ら
し
て
い
く
上
で
も
県
民

の
大
事
な
施
設
、
朝
日
村
の
知
名
度
も
上

が
る
。
県
民
に
感
謝
さ
れ
る
、
そ
し
て
税

も
入
る
、
非
常
に
大
事
な
施
設
で
あ
り
、

私
は
朝
日
村
の
た
め
に
な
る
施
設
に
な
る

と
思
う
。

食
肉
処
理
施
設
移
転
計
画
に

つ
い
て

答　

�

立
地
条
件
が
揃
え
ば
誘
致
し
た
い

小林 弘之 議員

企業進出計画想定場所
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村
の
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の

移
行
は
ス
ム
ー
ズ
か
？

問　
現
行
保
険
証
の
発
行
が
₁₂
月
２
日
か

ら
停
止
と
な
っ
た
が
、
相
変
わ
ら
ず
マ
イ

ナ
保
険
証
の
利
用
が
低
迷
し
て
い
る
。

こ
の
背
景
に
は
国
の
制
度
に
対
す
る
国

民
の
根
強
い
不
信
感
と
、
制
度
が
一
層
複

雑
化
し
て
い
て
利
用
者
の
誤
解
や
医
療
現

場
で
の
混
乱
も
生
じ
て
い
る
。

朝
日
村
の
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
保
有
率
と
マ

イ
ナ
保
険
証
登
録
率
お
よ
び
利
用
率
は

何
％
か
。

保
険
証
発
行
停
止
に
伴
っ
て
村
民
か
ら

不
安
の
声
が
届
い
て
な
い
か
。

資
格
確
認
書
等
は
確
実
に
発
行
さ
れ
、

新
し
い
制
度
へ
の
移
行
は
ス
ム
ー
ズ
に
行

わ
れ
て
い
る
か
。

住
民
福
祉
課
長　
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
保
有
率

は
₇₇
・
7
％
マ
イ
ナ
保
険
証
登
録
率
₆₁
・

4
％
後
期
高
齢
者
医
療
₄₅
・
3
％
、
利
用

率
は
₁₂
月
で
₁₂
・
1
％
後
期
高
齢
者
医
療

は
９
月
で
₁₂
・
2
％
で
あ
る
。

村
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
「
現
行
保
険
証

が
使
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
か
」「
い

つ
ま
で
使
え
る
の
か
」「
期
限
が
切
れ
て

し
ま
っ
た
以
降
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
」

と
い
っ
た
問
い
合
わ
せ
が
数
件
届
い
て

い
る
。

現
状
移
行
に
は
特
段
問
題
は
な
い
が
、

村
と
し
て
は
今
後
も
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用

を
進
め
て
い
く
が
、
現
在
は
切
り
替
え
の

期
間
と
し
て
捉
え
、
国
保
の
保
険
者
と
し

て
ま
た
後
期
高
齢
者
医
療
の
窓
口
と
し

て
、
加
入
者
へ
の
周
知
や
役
場
窓
口
で
の

丁
寧
な
説
明
に
心
掛
け
て
い
く
。

問　
朝
日
村
公
文
書
公
開
条
例
の
改
正
が

必
要
で
は
な
い
か
。

企
画
財
政
課
長　
情
報
公
開
は
村
政
に
対

す
る
村
民
の
理
解
と
信
頼
を
深
め
、
村
民

参
加
に
よ
る
開
か
れ
た
村
政
の
推
進
に
は

不
可
欠
だ
と
思
う
。
今
後
は
村
と
し
て
も

開
示
請
求
に
よ
る
公
開
文
書
の
範
囲
の
見

直
し
や
、
現
在
条
例
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

な
い
積
極
的
な
情
報
公
開
の
部
分
を
近
隣

自
治
体
と
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
実
施

に
向
け
検
討
す
る
。

問　
融
和
集
会
の
内
容
を
公
開
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

企
画
財
政
課
長　
村
長
と
相
談
す
る
中
で

項
目
ご
と
「
こ
う
い
う
意
見
が
あ
っ
た
」

情
報
公
開
の
メ
リ
ッ
ト
と
は

答　

�

村
民
が
正
し
い
認
識
を
持
ち
、
共
に
行
政
を
考
え
る
機
会
が

作
れ
る

答　

�

不
安
な
声
も
あ
る
が
丁
寧
な
説
明
に
心
掛
け
て
い
く

「
村
と
し
て
こ
の
よ
う
に
回
答
し
た
」
と

公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
村
民
は
、
そ
れ

ら
を
見
て
理
解
で
き
る
。
ま
た
重
複
し
た

質
問
が
省
略
で
き
、
更
に
深
い
対
話
が
進

め
ら
れ
る
。
そ
の
様
な
こ
と
を
踏
ま
え
て

検
討
す
る
。

御
馬
越
小
水
力
発
電
事
業
に
つ
い
て

問　
今
後
の
住
民
説
明
会
の
開
催
は
。

建
設
環
境
課
長　
説
明
会
の
時
期
に
つ
い

て
は
、
村
か
ら
の
設
計
変
更
依
頼
や
事
業

者
の
考
え
を
踏
ま
え
、
ま
と
ま
り
次
第
開

催
す
る
。

問　
事
業
を
進
め
て
い
く
上
で
、
地
元
住

民
の
同
意
・
漁
協
の
同
意
・
村
長
の
意
見

書
が
必
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
が
、
漁
協

の
同
意
が
な
く
て
も
進
め
て
い
け
る
の
か
。

建
設
環
境
課
長　
日
本
水
力
か
ら
許
認
可

申
請
自
体
は
漁
協
の
同
意
が
な
く
て
も
可

能
と
聞
い
て
い
る
。
村
と
し
て
事
業
が
漁

業
に
与
え
る
影
響
も
あ
り
、
漁
協
の
同
意

は
必
須
で
県
と
し
て
も
許
可
は
難
し
い
と

判
断
す
る
と
思
う
。

清沢 敬子 議員

清沢 正毅 議員

村のHP・広報誌
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答　

�

多
様
性
の
時
代
に
合
っ
た
教
育
に
変
え
て
い
く

地
域
計
画
と
は
？

答　

�

大
切
な
農
地
を
ど
の
様
に
守
る
か
話
合
い
、
地
域
の
希
望
す
る

方
向
を
明
ら
か
に
す
る
計
画
。

地
域
計
画
に
つ
い
て

問　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

産
業
振
興
課
長　
１
月
中
に
農
業
委
員
会

な
ど
の
農
業
関
係
者
の
意
見
を
伺
う
。
そ

の
後
、
計
画
案
を
役
場
で
２
週
間
公
告
・

縦
覧
し
、
令
和
７
年
３
月
末
ま
で
に
村

Ｈ
Ｐ
に
て
公
告
を
行
う
。

問　
地
域
計
画
に
含
ま
れ
な
い
圃
場
へ
の

対
応
は
？

産
業
振
興
課
長　
今
後
は
所
有
者
に
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
を
行
い
実
態
把
握
に
努
め
て

行
く
。

問　
地
域
計
画
策
定
後
の
進
捗
管
理
は
？

産
業
振
興
課
長　
地
域
農
業
の
実
情
に
応

じ
て
随
時
見
直
し
て
い
く
事
が
重
要
。
利

用
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
取
組
み
の
具
体

化
に
向
け
た
協
議
を
行
う
。

カ
ス
ハ
ラ
に
つ
い
て

問　
カ
ス
ハ
ラ
と
み
ら
れ
る
行
為
は
あ
る

か
？

総
務
課
長　
具
体
的
な
調
査
は
行
っ
て
い

な
い
。
威
圧
的
な
態
度
や
過
度
な
ク
レ
ー

ム
を
経
験
し
た
職
員
は
い
る
と
捉
え
て

い
る
。

問　
カ
ス
ハ
ラ
対
応
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
？

総
務
課
長　
朝
日
村
不
当
要
求
行
為
等
対

策
要
綱
を
定
め
て
い
る
。
暴
力
行
為
に
よ

る
不
当
な
要
求
、
威
圧
的
な
言
動
に
よ
り

職
員
に
嫌
悪
の
情
を
抱
か
せ
不
当
な
要
求

を
強
要
す
る
な
ど
の
行
為
を
想
定
し
て

い
る
。

問　
カ
ス
ハ
ラ
防
止
の
啓
発
活
動
は
？

総
務
課
長　
顔
写
真
入
り
フ
ル
ネ
ー
ム
の

名
札
か
ら
名
字
の

み
の
名
札
に
変
更

を
検
討
し
て
い
る
。

問　
「
今
の
や
り
方
の
ま
ま
で
は
限
界
」

と
県
教
委
は
現
状
分
析
し
て
い
る
が
、
教

育
長
は
ど
の
様
に
捉
え
、
ど
の
様
な
学
校

を
目
指
す
の
か
。

教
育
長　
現
在
は
当
た
り
前
の
事
が
当
た

り
前
で
な
い
多
様
性
の
時
代
。
学
校
の
今

ま
で
の
や
り
方
は
手
詰
ま
り
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
教
育
は
教
師
が
一
方
的

に
教
え
指
示
す
る
方
法
だ
っ
た
が
、
今
後

は
子
ど
も
の
新
し
い
発
想
、
自
ら
の
力
で

主
体
的
に
課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
。
そ
の
た
め
に

１�

．
教
師
主
導
型
の
授
業
か
ら
抜
け
、
問

題
解
決
型
の
学
習
に
切
り
替
え
て
い
く
。

２�

．
朝
日
村
の
持
ち
味
を
生
か
し
た
、
地

域
に
根
差
し
た
学
習
を
目
指
す
。

問　
改
革
に
取
り
組
む
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
は

教
育
長　
今
後
「
学
校
改
革
」
に
多
く
の

学
校
が
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
。
朝
日
小

学
校
も
進
む
べ
き
方
向
性
を
一
本
化
す
る

た
め
の
検
討
を
１
年
間
行
い
、
令
和
８
年

に
は
目
指
す
方
向
を
決
め
実
践
に
取
り
組

ん
で
行
く
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

問　
不
登
校
児
へ
の
対
応
は

教
育
長　
学
校
に
対
し
て
不
適
応
が
あ
る

と
す
れ
ば
、
子
ど
も
を
変
え
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
学
校
が
変
わ
る
方
向

へ
変
え
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

反
対
が
多
い
小
水
力
発
電
問
題
に
決

着
を
付
け
た
ら
如
何
か

村
長　
今
あ
る
小
水
力
発
電
計
画
と
は
別

に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
村
が
取
り
組
む
有

効
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
小

水
力
発
電
を
研
究
し
て
い
き
た
い
の
で
、

も
う
少
し
時
間
を
頂
き
た
い
。

「
学
校
改
革
」
に
村
は
今
後

ど
う
取
り
組
む
の
か

齊藤 正法 議員

中村 文映 議員

素敵な開校 150周年ポスター
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地
域
に
根
ざ
す

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
は
？

答　

�

子
供
た
ち
の
学
び
の
幅
を
広
げ
る
教
育
を
地
域
で
下
支
え
す
る
。

問　
大
き
な
課
題
で
あ
る
部
活
動
の
地
域

移
行
も
地
域
と
の
連
携
を
進
め
る
う
え
で

重
要
。
朝
日
モ
デ
ル
と
し
て
ど
う
す
る

か
？

教
育
長　
子
供
た
ち
の
居
場
所
と
な
る
環

境
を
ど
う
整
え
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
。
自
分

の
「
好
き
」
を
続
け
て
お
ら
れ
る
村
内
の

方
へ
協
力
を
求
め
て
行
く
。

問　
子
供
た
ち
が
地
域
に
自
然
に
溶
け
込

み
安
心
し
て
参
加
で
き
る
選
択
肢
を
増
や

す
た
め
の
方
策
は
？

教
育
長　
今
あ
る
朝
日
村
の
中
に
子
供
た

ち
が
身
を
置
い
て
い
く
こ
と
は
、
村
の

根
っ
こ
に
あ
る
こ
と
。
目
の
前
に
あ
る
こ

と
に
親
し
み

を
持
ち
、
触

れ
て
い
く
活

動
が
で
き
る

よ
う
な
こ
と

も
含
め
て
今

後
検
討
し
て

い
く
。

ポ
イ
捨
て
を
抑
止
す
る
力
を
ど
う
生

み
出
す
か
？

建
設
環
境
課
長　
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、

ご
み
の
回
収
も
行
っ
て
い
る
。
ポ
イ
捨
て

が
あ
る
箇
所
は
啓
発
看
板
を
設
置
、
村
内

企
業
や
団
体
、
役
場
職
員
に
よ
り
、
村
内

の
清
掃
活
動
を
し
て
い
る
。

問　
村
民
全
体
で
環
境
の
価
値
や
保
全
の

必
要
性
を
深
く
理
解
し
、
そ
れ
を
落
と
し

込
む
こ
と
が
重
要
で
は
？

建
設
環
境
課　
村
外
か
ら
も
ご
み
を
持
ち

込
む
こ
と
は
意
識
の
向
上
は
住
民
だ
け
で

は
な
い
。
職
員
の
美
化
活
動
も
し
っ
か
り

と
見
て
い
た
だ
き
、
村
全
体
で
連
携
し
意

識
改
革
が
で
き
る
よ
う
な
取
組
を
し
て
い

く
。

問　
「
涸
れ
川
の
鎖
川
に
何
故
、
御
馬
越

の
今
の
自
然
の
ま
ま
で
、
集
落
の
真
ん
中

に
導
水
管
を
埋
め
る
の
か
」
な
ど
、
御
馬

越
地
区
住
民
の
疑
問
に
、
村
は
十
分
な
説

明
を
行
い
、
適
切
な
対
応
だ
っ
た
か
。

村
長　
疑
問
点
に
答
え
、
適
切
だ
っ
た
。

問　

水
利
権
取
得
許
可
の
『
村
長
意
見
』

に
つ
い
て
、
村
民
の
声
を
聞
く
べ
き
だ
。

建
設
環
境
課
長　
地
元
住
民
の
利
益
を
守

り
、
環
境
の
配
慮
な
ど
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
判
断
が
重
要
で
あ
る
。

問　
現
在
の
計
画
の
中
止
を
要
望
す
る
署

名
、
村
内
6
5
3
筆
、
周
辺
地
域
を
合
わ

せ
た
、
1
2
4
4
筆
の
署
名
に
つ
い
て
。

村
長　
非
常
に
重
く
受
け
止
め
る
。

問　
土
砂
流
出
堆
積
の
激
し
い
三
俣
堰
堤

で
小
水
力
発
電
事
業
は
可
能
か
。

村
長　
技
術
的
に
可
能
で
あ
る
。

問　
漁
協
は
３
年
以
上
反
対
し
て
い
る
。

計
画
の
中
止
を
求
め
る
村
民
の
声
を
受
け

止
め
、
事
業
撤
退
を
促
す
決
断
を
。

村
長　
企
業
が
鎖
川
に
進
出
し
た
い
の
で

あ
り
、村
が
考
え
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
。

事
業
者
が
ど
う
考
え
る
か
だ
。

三
俣
堰
堤

小
水
力
発
電
へ
の
決
断
を

答　

�

時
間
を
か
け
て
協
議
を
尽
く
し
、
折
り
合
え
る
所
を
見
つ
け
て

い
き
た
い

豊田 惠美子 議員

羽多野 美映 議員

三俣堰堤 11月 22日
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自
治
会
存
続
へ
の
対
応
は
？

問　
村
と
地
区
と
の
関
わ
り
を
改
善
す
る

た
め
に
、
役
場
の
職
員
が
地
区
を
担
当
し

困
り
ご
と
な
ど
を
聴
い
た
り
、
相
談
に
の

る
こ
と
は
こ
と
は
出
来
な
い
か
。

企
画
財
政
課
長　
以
前
に
も
地
区
担
当
制

を
し
た
り
集
落
支
援
員
が
地
域
の
実
情
を

聴
く
活
動
を
し
て
き
た
経
過
が
あ
る
が
地

域
の
問
題
を
解
決
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な

い
面
が
あ
っ
た
。
地
域
の
声
を
聞
く
こ
と

は
良
い
こ
と
な
の
で
、
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。

朝
日
村
の
環
境
に
関
す
る
各
条
例
・

環
境
基
本
計
画
と
小
水
力
発
電
設
備

設
置
の
整
合
性
に
つ
い
て

問　
建
設
予
定
地
は
、
土
砂
災
害
危
険
区

域
に
な
り
抑
制
区
域
で
は
な
い
の
か
。

建
設
環
境
課
長　
取
水
施
設
建
設
箇
所
は

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
で
あ
る
が
、
河

川
区
域
内
で
あ
る
の
で
河
川
法
に
基
づ
き

県
が
建
設
許
可
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。

問　
小
水
力
発
電
所
が
建
設
さ
れ
る
場
所

の
景
観
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

村
長　
こ
の
小
水
力
発
電
は
、
堰
堤
か
ら

全
量
取
水
す
る
設
計
に
な
っ
て
お
り
、
堰

堤
の
滝
は
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
に
私
は

今
気
が
付
い
た
。
堰
堤
か
ら
の
滝
が
な
く

な
る
こ
と
は
景
観
上
良
く
な
い
と
思
う
。

日
本
水
力
株
式
会
社
に
設
計
の
変
更
を
折

衝
し
て
い
き
た
い
。

答　

�

地
区
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
が
、
簡
単
に
は
解
決
策
が
見
つ

か
ら
な
い

古池 美佐江 議員

答　
地
域
の
特
性
を
知
り
災
害
リ
ス
ク
を
学
び
防
災
力
を
高
め
る
。

問　
お
助
け
台
帳
、
更
新
の
確
認
は
？

総
務
課
長　
作
成
状
況
を
把
握
す
る
た
め

デ
ー
タ
の
提
出
を
依
頼
中
。
そ
こ
で
更
新

の
確
認
を
し
て
い
く
。

問　
備
蓄
品
の
整
備
状
況
、
西
洗
馬
防
災

セ
ン
タ
ー
備
蓄
倉
庫
へ
の
搬
入
状
況
は
？

総
務
課
長　
納
入
待
ち
の
商
品
も
あ
る
が

整
備
は
一
旦
完
了
。
備
蓄
倉
庫
へ
の
搬
入

も
₁₀
月
に
終
了
し
て
い
る
。
備
蓄
品
の
内

容
は
今
後
写
真
に
て
公
開
し
て
い
く
。
備

蓄
品
の
見
直
し
は
随
時
行
い
倉
庫
内
の
地

震
対
策
も
再
度
確
認
し
て
い
く
。

問　
災
害
対
応
の
体
制
づ
く
り
、
関
係
者

と
の
連
携
は
？

総
務
課
長　
災
害
時
の
拠
点
場
所
に
つ
い

て
は
今
後
再
度
見
直
し
を
し
て
検
討
し
て

い
く
。
現
在
締
結
中
の
企
業
へ
は
引
き
続

き
お
願
い
し
、
他
企
業
と
も
必
要
に
応
じ

協
力
体
制
が
取
れ
れ
ば
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
く
よ
う
検
討
を
し
て
い
く
。

問　
地
域
防
災
力
向
上
の
た
め
に
必
要
な

取
り
組
み
と
は
？

総
務
課
長　
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
防
災

士
会
の
協
力
の
も
と
防
災
講
習
会
の
実

施
、
避
難
所
運
営
訓
練
、
小
学
生
対
象
の

防
災
学
習
会
等
実
施
し
て
い
き
た
い
。
女

性
対
象
の
研
修
会
も
検
討
し
て
い
く
。
防

災
組
織
に
お
け
る
女
性
の
参
画
も
促
進
し

て
い
く
。

教
育
次
長　
防
災
に
関
す
る
公
民
館
講
座

の
企
画
や
講
師
に
専
門
家
を
起
用
し
共
催

し
て
い
き
た
い
。

災
害
に
強
い

地
域
づ
く
り
と
は

清澤 あゆみ 議員
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議員
活動報告

地
域
を
目
で
見
て
聞
い
て
参
加
し
て

　
議
員
は
、
議
員
活
動
日
誌
の
と
お
り
た
く
さ
ん
の

諸
会
議
・
行
事
・
研
修
及
び
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
主
な
活
動
に
つ
い
て
報
告
し

ま
す
。

10/8  山形村朝日村議員研修会 
　山形村朝日村議会議員研修会が10月
８日山形村農業者トレーニングセン
ターで開催されました。
　両村議会議員全員が参加し、はじめ
に議員一人ひとりが議員活動への抱負
や考え方など自己紹介を兼ねて行いま
した。一人持ち時間を２分と決めてい
ましたが、予定時間を大幅に費やして
しまうほど皆さんそれぞれに熱弁を発
していました。
　引き続き元千葉県流山市議会議長で
現総務省DXアドバイザーの森亮二さ
んと、CoCo Consuiting ㈱の後藤守江さんお二人を講師にお迎えし、「今こそ変革！
議会DXと議会基本条例による変革のすすめ」をテーマに講演をいただきました。
　従来の議会は「改革」を求めてきましたが、今後は「変革」が必要だとの事、種々
の課題提起と今後のDXを活用した議会活動変革への着眼点を学びました。
� （清沢 正毅）

11/1・11/12  東筑摩郡議長会 県・国へ要望
東筑摩郡議長会では、東筑議員大会で承認された要望を携え、国・県へ要望活動を
行いました
11月１日は県庁で関副知事・長野県建設部長に要望し、関副知事から「東筑摩郡の
課題解決は長野県の発展に大きく寄与する。各課と連携してしっかりと対応をしてい
きたい」と力強いお言葉をいただきました。
また11月12日には国会議員会館で、長野県選出の下條みつ議員・中川宏昌議員に要
望書を提出しました。議員から「先の衆議院選挙にて国民から付託を受けた。地方自

治課題に向き合いしっかりと関係
機関に働きかけ課題解決に向けて
取り組む」とお言葉を頂きました。
村の課題を長野県そして国に届け
ることがここで暮らす我々の幸せ
に繋がるものであると確信してい
ます。
引き続き、こうした活動を通じ

て村の発展の為に尽くしてまいり
ます。� （北村 直樹）

全議員が抱負を語る

関副知事に要望
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議会活動日誌
10月

1 火 県議長会先進地視察（１～２日）
2 水 あさひ保育園運動会
7 月 全国朝日会懇親会
8 火 朝日山形議員研修会　 10P
9 水 全員協議会　 3P
11 金 松塩筑施設組合議運
13 日 松本山雅ホームタウンデー
18 金 県議長会定期総会
19 土 鎖川河川愛護会秋の河川清掃作業
20 日 朝日村民ゴルフ大会表彰式・懇談会
21 月 松本広域連合議会運営委員会
22 火 山形村開村150周年式典
25 金 松塩地区施設組合定例会

朝日小学校開校150周年記念音楽会
26 土 あさひスキークラブ定期総会
28 月 第２次地域福祉計画・地域福祉活動計

画策定委員会
鉢盛中学校発表会

30 水 松本広域連合議会視察
31 木 松塩筑木曽老人福祉施設組合議会運営

委員会

11月
1 金 東筑摩郡議長会県要望　 10P
2 土 文化祭オープニングセレモニー
3 日 令和６年度表彰式
5 火 広域連合議会
6 水 全員協議会　 3P
7 木 総合計画審議会
8 金 県議長会県要望
12 火 長野県地方自治政策課題研修会　 11P

東筑摩郡議長会国要望　 10P
13 水 全国議長研修会
15 金 中学校組合議会
16 土 朝日小学校開校150周年記念式典

OB野球閉幕式
20 水 シルバー人材センター設立40周年記念式典
21 木 松塩地区木曽老人福祉施設組合議会
22 金 JA野菜生産販売実績検討会
25 月 県議長会国要望（25 ～ 26日まで )
26 火 議会運営委員会

12月
1 日 スキー場安全祈願祭
3 火 12月定例会開会　本会議・全員協議会　 2P
5 木 常任委員会　 4P
6 金 県議長会役員会
10 火 本会議　一般質問　 P5～P9
13 金 本会議閉会・全員協議会　行政視察� P3～P4
14 土 あさひアイススケート場安全祈願

朝日村青少年育成・人権講演会
16 月 松本地域公共交通会議
17 火 JA懇談会
19 木 第２次地域福祉計画第２回策定委員会

総合計画審議会
20 金 議会力向上委員会視察　 11P
26 木 保育園餅つき

11/12  長野県地方自治政策課題研修会
11月12日に山口大学大学院の瀧本浩一氏による研修会

が行われた。内容は「地域の防災・減災力をどう底上げ
するか？」防災訓練の際、想定・検討したものを検証す
ることの必要性。自主防災活動の中で日頃の地域活動と
防災活動を一緒にできれば活動の持続が模索できるとい
う。例えば三九郎の時に消火訓練をするとか、地域の運
動会の中に防災をテーマにした競技、毛布担架リレー、
バケツリレーを盛り込む等。また公民館講座の ITスマ
ホ講座により気象・防災情報取得方法の習得。DIY 講座
により家具類固定方法の習得。料理教室にて炊き出し方
法の習得等。やり方次第で身近なところから防災力の向
上につながる取り組みができることを学んだ。
� （清澤 あゆみ）

議会力向上委員会

12/20  �生坂村議会研修会
12月20日、生坂村議会議長を招き、議会改革に関する

研修会を開いた。
生坂村議会は平成29年に議会改革検討委員会を発足、

令和３年までに89回の検討を重ね、「議員報酬を55歳以
下30万円」と関連条例を改正、20年ぶりに選挙が行われ
た。アンケートや懇談会などの手法にも工夫を凝らし、
村民との距離を縮める努力を議員全員で取組んだ。議員
資質の面で課題が生じ、議員一律21万7000円に再度の改
正があったのは記憶に新しい。しかし４年間の取組が礎
となり、状況に即した柔軟な変革が可能となったのは間
違いないと感じた。「思い立ったら即、行動！」という
キャッチコピーのもと、改革に取り組む姿に刺激を受け
た。� （羽多野 美映）

村民との距離を縮める努力を
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編
集
後
記

今
年
度
村
で
は
「
第
６
次
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
を
策

定
し
て
い
ま
す
。
将
来
像
は

「
人
・
自
然
・
産
業
が
輝
き
、

夢
・
希
望
・
笑
顔
あ
ふ
れ
る
朝

日
村
」
で
す
が
、
現
在
様
々
な

課
題
問
題
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
村
議
会
議
員
も
未

来
を
見
据
え
、
朝
日
村
の
豊
か

な
自
然
と
地
域
の
魅
力
を
活
か

し
、
持
続
可
能
で
活
気
あ
る
村

を
実
現
す
る
た
め
に
様
々
な
取

組
み
を
進
め
、
住
む
人
々
が
誇

り
を
持
て
る
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
小
林�

弘
之
）

　
委
　
　
員

　
副
委
員
長

　
委
員
長

編
集
委
員

　
議
　
　
長

発
行
責
任
者

清
沢
　
正
毅

清
澤
あ
ゆ
み

中
村
　
文
映

羽
多
野
美
映

小
林
　
弘
之

北
村
　
直
樹

▲こちらから
　朝日村議会の
　ホームページを
　御覧いただけます

大
い
に
笑
っ
て
区
に
活
気
を

　
入
二
区
長
と
し
て
ま
も
な
く
二
年
を
終
わ
ろ
う
と

し
て
い
る
。
区
長
と
し
て
特
に
何
を
す
る
で
も
な

く
、
た
だ
朝
日
村
で
一
番
小
さ
な
区
を
見
つ
め
て
き

た
。
小
さ
な
区
と
は
文
字
通
り
戸
数
も
人
口
も
他
地

区
と
比
べ
た
場
合
を
い
う
の
で
あ
っ
て
、
地
区
住
民

全
員
を
見
つ
め
易
い
と
い
う
利
点
は
あ
る
。
そ
れ
は

同
時
に
汗
を
か
き
か
き
自
転
車
で
帰
宅
す
る
子
供
の

姿
が
い
つ
の
間
に
か
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
あ
る

い
は
か
つ
て
「
入
三
」
と
し
て
活
気
を
有
し
、
要
で

あ
っ
た
入
三
分
館
・
第
三
分
団
が
今
は
な
い
寂
し
さ

が
あ
る
。
消
防
だ
け
は
第
四
分
団
の
管
轄
内
に
置
い

て
い
た
だ
き
、
安
全
安
心
が
保
た
れ
て
い
る
の
は
有

難
い
。
活
気
の
あ
る
所
に
人
は
集
中
す
る
と
私
は
思

う
。活
気
と
は
笑
い
で
あ
ろ
う
。区
民
に
望
む
は
年
々

老
い
て
も
笑
い
は
年
を
と
ら
な
い
は
ず
だ
か
ら
大
い

に
笑
っ
て
区
に
活
気
を
も
た
ら
し
て
欲
し
い
と
思
う
。

₁₀月より毎週金曜日に村内をまわっています。ドライバーは元役場職員の曽根克
仁さん。顔見知りの方も多いと思います。戸部商店は公設市場内で惣菜店を営み、
安曇野市、松本市でも移動販売をしています。取扱商品は富成伍郎商店（豆腐製品）・
きらく精肉店（精肉）・パンの木（手作りパン）・高峯（おやき）・魚よし（鮮魚）・
青果商（野菜・果物・菓子等）・サトウ（漬物）・戸部商店（惣菜）。いずれも専門
店の商品を目で見て手に取って会話も楽しみながら選べます。移動販売を通じて見
守りと防犯にも協力していきたいというのは戸部商店の方
針。順路は、₁₁時➡大原桜台から古見方面　正午➡役場駐
車場　₁₂時半➡中央公民館　₁₃時➡旭ヶ丘から大石原・御
馬越方面　₁₄時➡小野沢方面　₁₅時➡中組・上組・三ヶ
組・原新田方面　₁₆時➡一ノ沢方面　天候、道路状況によ
り前後する場合あり。オレンジランチの日は時間が前倒し
になります。利用希望の方は住民福祉課まで。
� （清澤　あゆみ）

第23弾「戸部商店」
戸部商店の移動販売車がやってきた！

我がむら
再発見！

村内の施設やイベントに議員が訪問して
 その取組や要望を聞く地域密着のコーナー

入二区長

斉藤　猛さん

ドライバーの曽根さん

賑わう移動販売車


